
６. 横浜市資源循環局訪問報告

１ 訪問日 平成２３年６月１４日（火）

２ 対応者 横浜市資源循環局 職員３名

３ 訪問者 環境・緑化部会 ３名

事務局 １名

４ 調査対象 ・生ごみマイスター（生ごみ堆肥化）実証実験

・家庭系生ごみガス化実証実験
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（１） 横浜市のごみに対する考え方
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①「横浜G30プラン」は当初目標を達成

（平成２２年度４２．２％減（対平成１３年度比））

②３Ｒ(Reduce, Reuse & Recycle)への

新たな展開⇒ごみを減らし、資源を有効活用

する「循環型社会」への展開

（「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）プラン」）



（２） 「循環型社会」への取り組み例

① 生ごみマイスター（生ごみ堆肥化）実証実験
概要：

生ごみを分別回収して堆肥化し、できた堆肥を地域の農家で活用する

実証実験。

都筑区佐江戸町など４地域、３８９世帯で平成２０年１０月から平成２３年

３月まで実施（総計４１．４トンの生ごみを堆肥化用に収集）。

検証結果：

・コストが現行の焼却処理に比し約４倍

・収集のコスト低減策が必要

・堆肥化過程での温室効果ガスの約２割増

・分別精度の維持（実証試験期間中の異物混入率０．９％）の難しさ

・堆肥化した肥料の引取先（農家）の確保の難しさ
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「都筑野菜」として販売し、一般区民
にも生ごみ堆肥化と地産地消をPR

地域住民

（都筑区町内会の協力世帯）

地域農家

（都筑区内の農家）

堆肥を活用して「都筑野菜」を栽培

地域野菜

（直売所、都筑区役所の朝市等）

専用密閉容器で分別排出

生ごみの堆肥化による

一歩進んだ地産地消の仕組み

堆肥化事業者

（市内の事業者）

収集した生ごみを堆肥化

～生ごみの資源化（堆肥化）の実証実験～
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http://kaden.yahoo.co.jp/download/sozai/?type=detail&d=1003&id=3884

	６.   横浜市資源循環局訪問報告
	（１）   横浜市のごみに対する考え方
	（２） 　「循環型社会」への取り組み例　

